
 

 

学校法人会計(C2)の勘定科目設定 

シンシステムデザイン http://www.ssdesign.co.jp 
 

らくらく会計は、通常の複式簿記の仕訳を行うことにより、貸借対照表(B/S)、消費収支計算書

(P/L)、資金収支計算書(C/F)が同時に作成できます。 
勘定科目はほぼ自由に設定できますが、正常な会計処理を行うためには、次の点を注意しながら

科目の設定・変更をしてください。 
 

科目の属性 

初期設定メニュー ⇒ 勘定科目設定 
勘定科目の設定画面を開くと、次のような画面になります。 

 
FlgA,B,C．．．は勘定科目の性格を決める重要な属性です。らくらく会計では、これを科目のフラグ

（旗）といいます。 
勘定科目のフラグは次のような約束にしています。 
FlgA 0＝仕訳をする科目  １＝小科目計   ２＝(大)区分計   3＝大区分計 

4＝○○部の計  ５＝借方、貸方の合計   ９＝コメント行 

FlgB 1＝B/S科目  2＝P/L科目 

FkgC 0＝借方科目    1＝貸方科目 

小科目 1＝小科目を設定 

補助科目 1＝補助科目を設定 

FlgG １＝流動資産及び流動負債科目（引当金等非資金科目は除く） 
110,118,119,120＝システム規定値 
991＝予備費 
992＝準備金組入 準備金取崩 基本金取崩 
999＝決算書印刷時に印刷しない 
500～510＝人件費関係の科目 

FlgH 10,20＝支払資金への連携科目 

11=未収金、12＝前払金、13＝未払金、14＝前受金、18＝手形債務 

16＝徴収不能額 、 17＝繰越金 

21～29＝資金収支との連携科目 

210～229＝借入金明細書関係 

990＝予備費振替額 
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科目編集の基本操作 

科目の挿入 
挿入したい場所の一つ下にカーソルポインタを移動させて「＋」をクリックしてください。 

科目の削除 
削除したい場所にカーソルポインタを移動させて「－」をクリックしてください。 

変更の確定 
は「レ」または、カーソルポインタを他の行に移動してください。 

 
 

科目の整列順 

勘定科目（B/S P/L 科目） 
科目コードの番号順に整列します。科目コードは 5 桁の数値です。 

 
資金収支科目（C/F 科目） 
資金収支の科目は、「連番」順に整列します。 

 
 
 
科目を挿入したい場合は、挿入したい場所の前後の番号のまだ使用していない番号を入れてくださ

い。 
 
  



 

 

勘定科目の名称変更 

科目名の欄にカーソルを移動させて、科目名をしてください。 
例） 預金１   ⇒  チューリップ銀行 

 
 

科目の挿入 

 科目挿入をしたい位置の一つ下にカーソルポインタを移動して、「＋」をクリックしてくださ

い｡次の例のように、一行の空白が出来ますので、ここに新しい科目を入れて下さい｡ 
 勘定科目の科目コード 

科目コードは前後の科目コード間の数値で決めてください｡ 
科目コードが重複するとエラーになります。番号を詰めてしまうと以後は挿入が出来なくなり

ますので、余裕を持った科目コード付けをすすめます。 
 科目名を入れ、FlgA,FlgB,FlgC 等を入れます。 

 
 

【注意】 

資金収支科目と連携する科目については、必ず資金収支科目（C/F）にも科目を挿入してくださ

い。C/F 科目との連携はあとで説明します。 
  



 

 

勘定科目の削除 

 削除したい科目の位置にカーソルポインタを移動して、「－」をクリックしてください｡ 
 確認表示の後に、削除が実行されます｡ 
 既に仕訳で使用した科目は削除しないで下さい｡削除すると正常な会計処理が出来なくなりま

す｡ 
 
 

小科目の設定方法 
 次の例は「現金預金」に小科目を設定した例です。 
 「現金預金」科目の FlgA を「１」にします。 
 次の例では現金～預金５までの合計金額が「現金預金」に集計されます。   

 
 

【補足事項】 
• 収入科目や支出科目に小科目を付けた場合は、その小科目に予算をいれてください。 
• 小科目の集計科目には仕訳入力は出来ません。 
• 資金科目と連携する科目は、資金収支科目にも同様な小科目を設定してください。 

  



 

 

補助科目設定 

補助科目の設定 
 補助科目を付けたい科目の「補助科目」に１を入れると行が赤色にかわります。 

 
 この行でダブルクリックをすると、次のような補助科目の設定画面が出ますので、補助科目を

入れてください。 
 補助科目コードは、001 からの連番で設定してください。一科目について最大 999 補助科目ま

で設定できます。 

 
 補助科目の名称は、全科目に共通する名称になりますが、会計部門固有の名称にしたい場合は、

次の”部門別名称変更”のボタンを押して名称変更をしてください。 
 

【補足事項】 
• 補助科目には、予算の入力が出来ません。 
• 補助科目を付けた科目は、仕訳の入力で必ず何れかを選択してください。 

もし、該当しないものがあると予想される場合は、999 その他 を入れてください。 
• 繰越金が必要のない P/L 科目では、補助科目よりも“摘要名集計”が便利です。 

  



 

 

部門別の補助科目名 
 勘定科目は、すべての部門で統一名称になりますが、補助科目は唯一部門ごとに独自の補助科

目名にすることが出来ます。 
 しかし、部門別の独自の名称にしたくない場合は、“部門別の名称”を「しない」に選択して、

勘定科目の設定画面を閉じると、すべての部門の補助科目名は統一されます。 
 部門別の名称変更は、下記のボタンを押してください。 

 
 部門別の名称変更は、この画面で行ってください。 

 
 

【補足事項】 
• 補助科目を設定したのちは、会計別の名称が優先されます。”勘定科目の設定”で設定した名

称に戻したい場合は、” 部門別名称変更”のボタンを押して補助科目名を空白にして画面を閉

じると元に戻ります。 
 
 

  
  



 

 

勘定科目（B/S、P/L）と資金収支科目の連携 

資金収支科目との連携について 
勘定科目と資金収支科目は、科目コード及び FlgH で連携しています。 

科目コードによる連携 科目コードを一致させることにより、同一コードの収支科目に集計さ

れます。 
例えば、”消耗品費”の科目コードは、P/L 科目と C/F 科目は同一にし

ないと、正しい処理ができません。 
FlgH による連携 勘定科目(B/S,P/L)と収支科目が N:1(または 1:N)で連携する場合、科目

コードだけでは一致させられないために、FlgH の値が一致する科目に

金額が集計されるようにしています。 
例えば、”機器備品”の取得支出は科目コードで連携させますが、売却

収入は”売却益”とも連携していますので FlgH で連携させます。 
この連携が正しくないと正常な会計処理が出来ませんので、科目のカスタマイズを行う前に連携チ

ェック表を印刷して、変更後も連携チェック表で確認してください。 
 
 
 
資金収支科目との連携例 
引当特定資産等の例 

下図の例のように B/S 科目の固定資産は、科目コードで資金収支の収入・支出科目に連携してい

ます。 
B/S 科目 

 

C/F の収入科目 

 
C/F の支出科目 

 
 

  



 

 

売却益が発生する固定資産の場合 
売却益が発生するような固定資産は、P/L 科目との連携も必要になりますので、売却益は科目コー

ドで連携させて B/S 科目は FlgH で連携させています。 

 
 

 
 

 
資金収支の支出科目は、科目コードで資産科目に対応しています。（赤枠） 
収入科目は、P/L 科目の売却益にも連携しますので、固定資産科目は、FlgH で連携させています。 
 
 

  
消費収支科目と科目コードで連携 
 



 

 

収入・支出科目の連携 
P/L 科目 

 
 
C/F 科目 

 

 
 
【補足事項】 
• P/L 科目と C/F 科目の連携は、収入または支出のどちらかになります。 
• 減価償却費、基本金組入額、引当金組入額など非資金取引は C/F 科目には対応する科目があり

ません。 
 

  



 

 

科目連携のチェックについて 

資金科目へのコードジャンプについて 
• 例えばコード 21010「長期借入金」の科目にカーソルポインタを移動して、コードジャンプの

後方検索を実行すると、連携している資金収支科目 「長期借入金収入」の科目にジャンプし、

もう一度後方検索のボタンを押すと、「長期借入金返済支出」にジャンプします。 

 
• このようにこのコードジャンプは勘定科目と収支科目の連携の確認がすばやく出来ます。 
【注意】 
• FlgH による連携は、コードジャンプでは飛びませんので、FlgH の欄を見て確認してください。 
 
資金科目との連携チェック 
• 「チェック表印刷」のボタンを押すと、 

勘定科目と資金科目の連携チェック表が印刷できますので、連携のチェックを行ってください 

。 

【補足事項】 
• 最終的な確認は、テスト仕訳を行って、期待通りになっていることを確認してください。 
 
 

  



 

 

学校法人固有の設定 

下記のような設定を行うと、各種の帳票が作成できます。 
 
人件費内訳表について 
人件費内訳表は、C/F 科目の設定を次のようにしてください。 
P/L 科目も同様にして下さい。 

 
 

  



 

 

固定資産明細書に関すること 
減価償却は、既定値のように間接法で行ってください。 

 

 
間接法で減価償却の仕訳を行うと、固定資産明細書が作成できます。 
 
 

  



 

 

借入金明細書に関すること 
下記例のように、長期借入金や短期借入金に補助科目を付けて、FlgH を下図のように（210 と 220）
します。 

 

 
次に、補助科目名を下図の例のようにします。 
行の追加をする場合は、最後の行で下向きキーを押すと、空白行が出来ますので、 
そこで、202 □□銀行と入れてください。 
コードの 100 台は公的金融機関、200 台は市中銀行、300 台は個人からの借入先になります。 

 
 
以上の設定を行って、仕訳を行うと借入金明細書が作成できます。 
 

 
  



 

 

予備費に関する科目設定について 
P/L 科目及び B/S 科目ともに次のような設定にしてください。 
勘定科目（B/S,P/L） 

 
資金収支の科目（C/F） 

 

 
手順２）予算設定の補正額欄にて 
予備費の振替分をマイナス金額で入力します。 

 
予備費の補正は(振替ではない)予備費欄に入力します。 

 
 
確認）決算書では次のように表示されます。 
上段（ ）に振替分が表示されます。 
下段には予備費の残額が表示されます。 

 

 
  



 

 

私学財団調査書作成のために設定について 
私学財団調査書が必要な場合は、次のような設定をしてください。勘定科目設定画面にて”私学財団

基礎調査科目設定”の画面に入ります。左が勘定科目（資金科目）、右が調査科目です。 

 

FlgI の設定 

勘定科目（資金科目）の FlgI に右の調査科目の FlgI のコードをすべて入れていきます。 
入力方法は手で FlgI コードを入力するか、左の科目にカーソルあわせて、右の連結させたい科目

をダブルクリックすると FlgI が設定できます。 
例）”1120 建物”にカーソルポインタを移動させて、右画面の”31 建物”でダブルクリックすると、

FlgI に 31 が入ります。 

 

 
注意が必要な箇所 

貸借対照表の消費収支差額は次のようになります。 

 

消費収支計算書の超過額は次のようになります。 

 

資金科目の連携 

資金収支科目も同様に FlgI に連携コードを入力してください。 
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